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一般就労中における就労系障害福祉サービスの一時利用と職業リハビリテーションの哲学 

 

研究分担者 八重田 淳（筑波大学） 

 

【研究要旨】 

「一時利用」について、職業リハビリテーションにおける「就労定着」、職業リハビリテーション

理念をさらに拡大し得る「移行から連携へ」、そして人は生涯をかけて繰り返し発達していくという

「生涯発達としてのリハビリテーション」という３点から論じた。「一時利用」が「就職後の強固な

支援を確実にすること」に繋がること、移行から連携への理念を具現化するサービスの一つとなるこ

とへの期待、働きながら福祉サービスを活用することによって職場定着を確保する」という「一時利

用」の考え方が職業リハビリテーション理念を具現化する一つのツールとなることについて論じた。 

 

 

Ａ.研究目的 

病院を退院後に心身の具合が悪くなったら再

び医療を利用できるように、施設利用後に一般就

労の場で具合が悪くなったら、一般就労中でも一

時的に就労系の障害福祉サービスを利用できる

ようにする。この仕組みの有効性については実践

を通して今後の検証を待たねばならないが、新た

なサービス選択肢の一つとして政策的な期待や

当事者・支援者の思いが寄せられている。 

本稿では、この「一時利用」という考え方を職

業リハビリテーションにおける「就労定着」、職

業リハビリテーション理念をさらに拡大し得る

「移行から連携へ」、そして人は生涯をかけて繰

り返し発達していくという「生涯発達としてのリ

ハビリテーション」という３点から論じる。 

 

Ｂ.就労定着 

職業リハビリテーションの最終段階とも言え

る就労定着（ジョブ・プレースメント）の重要

性については、援助付き雇用が生まれたアメリ

カでも古くから言われているところである。例

えば、「就労後の強固な支援を確実にするこ

と」の重要性に関する考え方（Rose, 1963）

は、援助付き雇用の制度が始まる 20年以上前か

ら認識されていた。障害のある人の就職後の支

援を手厚くしないと、結局は職場不適応を起こ

して離職してしまうという危険性が高まる。当

時のアメリカには、ジョブコーチが台頭する以

前に、ジョブ・プレースメント・スペシャリス

ト（JPS）という職種が存在した（現在もその名

称で活躍する人たちはいる）。筆者が 1984年の

アメリカ留学中に特別支援教育の大学院実習を

民間の職業リハビリテーション事業所で受けた

際に、ある男性の JPSから就労定着のテクニッ

クに関する助言を得たことがある。重度知的障

害のあるサービス利用者に個別就労支援を提供

する際に、彼はこう教えてくれた。 

 

「注意すべきなのは無理をさせないことであ
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り、むしろ働く喜びを少しずつでも高めるよう

なポジティブな心理的支援を基本とすることで

す。あなたは、本人が何に喜びを感じるかを本

人主体で見出せるように励まし、そばについて 

 

必要なだけ援助をするのです」 

 

(Job Placement Specialistの A氏による言

葉.1985, Waukesha County, Wisconsin) 

 

アメリカのこの職業リハビリテーション事業

所（当時の Sheltered Workshop）は、現在の日

本におけるＡ型事業所に該当するかもしれな

い。まさにジョブコーチングの基本となる考え

方である。さらに、本人中心のリハビリテーシ

ョンサービスのために適切な動機付けを行い、

働くことに対する選択肢（例えば今回の一時利

用も含まれる）の中から、それを自分で選ぶと

いう自律と自己決定を尊重すべきであるという

理念は、専門職倫理でも昔から繰り返し主張さ

れているところである。 

就労定着については、職業リハビリテーショ

ンに求められる成果（アウトカム）の一つとし

ても重要である。本学会員を対象とした意識調

査によると（八重田ら, 2014）、就労継続日数

は職業リハビリテーションアウトカムの上位に

位置付けられている。一時利用が職場定着を促

進し得るサービスとしての有効性を判断しよう

とする際には、就労定着を示す指標の一つとし

て就労継続日数を見ることもできるだろう。た

だし、サービス利用者が本当に安心して働ける

職場であるかどうか、本人の働きがいは保たれ

ているかといった質的なデータも重要である。

「良好な就労定着」というアウトカムを、一時

利用がどのように変えられるか。就労中に障害

者福祉サービスを取り入れるという柔軟性の高

い取り組みが、前述した Rose（1963）による

「就職後の強固な支援を確実にすること」に繋

がることに期待したい。 

 

Ｃ．移行から連携へ 

職業リハビリテーションにおいて、移行は重

要な鍵概念の一つである。施設から職場への移

行が促進されたのも、脱施設化によるノーマラ

イゼーション理念を具現化した 1980年代初頭の

援助付き雇用の成果である。もちろん、施設か

ら職場だけでなく、病院から職場への移行、学

校から職場への移行、在宅から職場への移行、

刑務所から職場への移行など、移行の先にある

ステージは多様であるが、肝心なのは、これら

の移行を通して本人の生きがい・QOLを少しでも

高められるような総合的な職業リハビリテーシ

ョンを立案し実行できるプロフェッショナルの

存在である。 

ライフステージの移行を含み、サービス体制

自体の移行も一方向的である必要はない。むし

ろ双方向の「連携」を前提としたサービスモデ

ルが基本である。今回の「一時利用」の考え方

は、まさに双方向であり、職業リハビリテーシ

ョンと福祉を有機的に繋ぐ手段の一つである。

「移行から連携へ」という理念を具現化するサ

ービス体系のあり方については既に論じられて

いる（八重田ら,2000）。しかし、連携をうまく

するために必要となる役割期待に対する意識的

なズレが支援者間で発生すると、移行から連携

へのパラダイムシフトに問題が生じる可能性が

あり、結果的に良好な職業リハビリテーション

のアウトカムが得られないという事態も懸念さ

れる。「一時利用」が移行から連携への理念を

具現化するサービスの一つとなることに期待し
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たい。 

 

Ｄ．生涯発達としてのリハビリテーション 

今回の一時利用サービスは、いつでもサービ

スの間を行き来できる「適宜利用」のスタイル

であり、リハビリテーションにおける「生涯発

達理念」にも通じるところがある。 

私たちは、生きていて多くの問題に直面する

と、自分なりに試行錯誤を重ねて、より正しい

答えや生き方を求めようとする。必要に応じて

「一時的に」一つ前の段階に戻ることもあれ

ば、少し無理をして次の段階に挑戦してうまく

行くこともある。いずれの選択にしても、自分

にとって落ち着ける「居場所」を求めること

は、人間として自然で健康な行動と言えるだろ

う。 

このように、様々な選択を繰り返して自分に

合った道を生き方として探すことは、人生の

「再方向付け」（リ・ディレクション）とも表

現できる。この「再方向付け」は「再開拓」と

してのリハビリテーションであり、自分に必要

な時間と場所を大切にしながら、マイペースで

自分らしく人生を再開拓していくというリハビ

リテーションである（八重田, 2019）。人間は

生涯をかけて発達していくという理念に基づい

たリハビリテーションにおいて、「働きながら

福祉サービスを活用することによって職場定着

を確保する」という「一時利用」の考え方は、

職業リハビリテーション理念を具現化する一つ

のツールとして、人に優しく寄り添うようなイ

メージがある。職場にプラスしたもう一つの居

場所という選択肢の存在は大きい。職場が行き

止まりの場所にならないような配慮も、大切な

合理的配慮の一つではないだろうか。 

以上、「一時利用」に対する考え方を職業リ

ハビリテーションにおける様々な理念から、筆

者なりの「思い」を込めて概観させて頂いた。

今後、「一時利用」が当事者・支援者・事業主

による意見を反映したものになっているかとい

う政策効果の検証研究にも期待したい。 
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